
規制改革事項提案書（第２次提案用）【記入要領】 様式２

都道府県
コード

提案主体名

資料番号
又は

提案主体
コード

特区構想名
提案事
項番号

規制の特例事項
（事項名）

規制の特例事項
（管理コード）

規制の特例事項
（分類番号）

規制の特例事項
（再提案理由）

特例の具体的要望事項
（目的） （対象） （内容）

代替措置の内容

様式１に同
じ。

様式１に同
じ。

様式１に同
じ。

○○特区 提案する
「規制の特
例事項」毎
に、01から
順番に付番
すること。

（例）
「○○に関する◇◇の緩
和」（最大30字程度）

なお、１次提案事項につ
いて再度提案する場合に
は、「構造改革特区の第
２次募集について」の
「別紙２」に示す資料２
に挙げられている「地方
公共団体等からの規制改
革要望事項」を記入する
こと。

新規提案の
場合は未記
入

１次提案事
項を再度提
案する場合
は、同左資
料２に掲げ
る「管理
コード」を
記入するこ
と。

新規提案の
場合は未記
入

１次提案事
項を再度提
案する場合
は、同左資
料２に掲げ
る「分類番
号」を記入
すること。

新規提案の場合は未記入

１次提案事項を再度提案
する場合で、特に同左資
料２の「分類番号」が
A,Bとされたものについ
ては、当該措置では不十
分な理由を、また、Dに
該当するとされた項目に
ついては、現行制度では
十分に対応できないとす
る理由を分かり易く記入
すること。
また、Cに該当するもの
については、既に公表さ
れている当該事項に関す
る主管省庁の見解を十分
に踏まえた上で、現状の
規制の問題点、特例措置
の必要性・効果等につい
て、できるだけ具体的事
例に則して、提案するこ
と。

”何をするために”ということが明確になるよう
に具体的かつ簡潔に記入

提案する規制の特例事項の内容が事業実施に欠か
せない理由が明確になるように記入すること。

”（該当法令の）どの部分を”ということが明確
になるように具体的かつ簡潔に記入

提案する規制の特例事項の内容が事業実施に欠か
せない理由が明確になるように記入すること。

”どのような規制の特例措置を講ずる必要がある
のか”ということが明確になるように具体的かつ
簡潔に記入

単に「緩和」等とするのではなく、特例の具体的
内容を明確に記入すること。

提案する規制の特例事項の内容が事業実施に欠か
せない理由が明確になるように記入すること。

特例を講ずるにあ
たり代替措置が必
要となる場合は、
その代替措置の内
容、責任主体等に
ついて記入

（半角数字） （半角数字） （半角数
字）
2桁

（半角数字）（全角英字）

　

（例１）

49 (株)○○ 50020 ○○○特区 01
◇◇の○○制限の引き下
げ

◇◇に関する○○制限があるために○○ができ
ず、効率的に○○事業を行うことができない状況
にあることから、

○○に関する政令第○条において、××とされて
いる上限の制限について

△△まで上限を引き下げる。

○○及び△△であ
るとの条件に適合
した地域に限定す
る。

49 (株)○○ 50020 ○○○特区 02 ○○に関する××の採用 7777 C－１

○○については、△△のみ
が利用可能であるとされて
おり、国際的に採用されて
いる××の導入を先行的に
実施したいとするもの

当地の○○といった特性から、○○を行う場合、
△△を用いることは必ずしも効率的かつ低コスト
で実現できるものではなく、むしろ××を導入す
ることが適切であることから、

△△規格のみが利用可能であるとされている○○
について

国際的に採用されている××規格を導入し、◇◇
ができるようにする。

○○と同程度の性
能を有することを
証明する資料の提
出義務

（例２）

50 ××市 50111 ○×△特区 01
○○に関する実施主体の
拡大

9999 Ａ

特区において××が実現さ
れるとのことであるが、●
●を実現するためには※※
が必要であることから実施
主体として△△を容認する
ことが必須。

××市におけるβ事業の推進するため、
××法第△△条第＊＊項により、◇◇のみが実施
できると定められている事項について

△△が実施することを容認する。
○○に関する報告
書の提出を義務付
ける。

50 ××市 50111 ○×△特区 02 ××に関する○○の撤廃 8888 Ｄ

○○という手法を用いれ
ば、××ができるというこ
とであるが、提案の趣旨は
△△によって××を実現し
たいとするもの。

γに要する手続きを簡素化し、迅速に対応できる
ように

＊＊法第※※条第◇◇項により、○○が必要な要
件と定められている事項について

当該要件を撤廃し、地方自治体に権限を委譲す
る。

事前の住民からの
意見聴取を求め
る。

50 ××市 50111 ○×△特区 03 ◇◇に関する△△の容認
θの範囲を拡大し、より効率的に事業を行うこと
ができるようにするため

F省○○課長通知により、△△と定められている事
項について

◆◆することを容認する。
特例の対象となる
範囲を××のみに
限定する。

（例３） 好ましくない記入例（提案事項として取り上げ、検討することができない可能性があります。）

01

①　○○制限の緩和
②　××制限の緩和

又は

○○制限、及び××制限
の緩和

○○をするため

・○○に関する法律第○条における○○制限につ
いて
・××に関する法律第○条における○○制限につ
いて
・◇◇に関する政令第◇条◇項における○○制限
について
・△△に関する政令第△条における○○制限につ
いて

緩和する。

↑
規制の特例事項別に”行”を分け
て記入する必要あり

↑
具体性、必要性を簡潔かつ明確に示す必要あり

↑
具体的要望事項の内容が”1行”に1項目となるよう、「規制の特例
事項」を具体化し、分割して記入する必要あり

↑
具体的な緩和内容が不明であり、例えばどのような緩和がなされれ
ば、事業として成り立つものであるのか等、具体的な検討を行うに
あたり、要望内容を明確にする必要あり
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規制改革事項提案書（第２次提案用）【記入要領】 様式２

現状（制度）の問題点
根拠法令、条項
等
　①法律

②政令 ③省令 ④告示・通達等
制度の所管官庁 添付資料

その他
（特記事項）

（例）
「○○については、××
（根拠法令、条項等）に
より、◇◇と定められて
おり、△△できない。」

規制の根拠となっ
ている、又は改正
すべきとする法律
の名称及び該当条
項等

規制の根拠となっ
ている、又は改正
すべきとする政令
の名称及び該当条
項等

規制の根拠となっ
ている、又は改正
すべきとする省令
の名称及び該当条
項等

規制の根拠となっ
ている、又は改正
すべきとする告
示・通達等の名称
及び該当条項等

対象根拠法令を所
管する官公庁名を
記入

要望した規
制の特例に
関して、現
在支障をき
たしている
ことを示す
新聞記事、
研究会報告
書等がある
場合は、当
該資料を添
付するこ
と。

なお、本項
には、資料
を添付して
いる場合
は゛1゛を、
添付されて
いない場合
は゛0゛を記
入するこ
と。

他の規制改革要望事項との
関係
　・関連する全てを認め
　　られないと目的を達
　　しない場合
　・複数提案のうち、ど
　　れかが認められれば
　　目的を達成する場合
　など

間隔：『、＿(ｽﾍﾟｰｽ)』（半角数字）

（例１）

◇◇に関する○○制限に
ついては、○○に関する
政令第○条において、×
×とされており、△△が
できない。

○○に関する政令
第○条

○○○○省、　◇
◇◇◇省

1

現状、○○については、
◆◆法第▼条において、
△△のみとされている。

◆◆法第▼条 ×××庁 1

（例２）

○○については、××法
第△△条第＊＊項によ
り、◇◇と定められてお
り、●●できない。

××法第△△条第
＊＊項

A省、　B省 1
提案事項番号「02」とセッ
トで実現できないと想定し
ている事業が成立しない

××については、＊＊法
第※※条第◇◇項によ
り、○○と定められてお
り、▲▲できない。

＊＊法第※※条第
◇◇項

Ｃ省、　Ｄ省、
Ｅ省

0
提案事項番号「01」とセッ
トで実現できないと想定し
ている事業が成立しない

◇◇については、F省○
○課長通知により、△△
と定められており、◆◆
できない。

Ｆ省○○課長通知 Ｆ省 1

（例３）　好ましくない記入例（提案事項として取り上げ、検討することができない可能性があります。）

○○については、××で
きない。

○○法
××法

◇◇に関する政令
第◇条◇項
△△に関する政令
第△△条

○○に関する省令
第○条
××に関する省令
第×条×項

○○通知
××について定め
る件（告示）第×
×条

○○○○省
◇◇◇◇省

1 非公開で検討して頂きたい

↑
規制の根拠となる法令、条項等を
示す必要あり

↑
①該当条項等を示す必要
あり
②複数の法律にまたがる
規制であるもの以外につ
いては、該当法令を明確
に示す必要あり

↑
規制の根拠、又は改正す
べきとする事項を明確に
する必要あり

↑
省庁名の併記は改行では
なく、『、＿(ｽﾍﾟｰｽ)』を
使用

↑
検討の過程が不明確となることか
ら、非公開の提案は原則対応するこ
とができない。
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